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第１部

FX�クラウドの業績管理機能

FX�クラウドシステム解説書・操作説明書
　セミナー第１部でご紹介した機能の順で、FX�クラウドのシステム解説書(第��版)と操作説明書(第��版)を
　抜粋して掲載しております。　(注)項目名、章及び項番はそのままとしています。
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４．利益管理表の設計 

 ＦＸ４クラウドでは直接原価計算による、変動損益計算書の出力が可能です。全社業績や部門業績、また部門業績ラ

ンク表など、この設計を基に集計し表示しますので、立ち上げ時に設計することをおすすめします。 

４．１ 利益管理表の設計 

 「売上高」「変動費」「固定費」の分類ごとに項目名を決定し、それぞれの項目にどの科目を集計するかを設計します。 

(1) 変動損益項目名の設定

まず、それぞれの項目の名称を決定します。表１で○のついている行の項目名が変更可能です。

(2) 集計科目の設計

設定した項目それぞれにどの勘定科目を集計するかを決定します。指定可能科目内で科目を設定します。

(3) 固変割合の決定

勘定科目の固変割合を確認します。固変割合の確認、変更は勘定科目情報で行います。

【変動損益項目の初期値と指定可能科目（表１）】

項 目 名 行 指定可能科目と計算内容 

売

上

高 

売上高１ 

売上高２ 

売上高３ 

売上高４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

1 

2 

3 

4 

営業収益科目 

指定された科目を集計 

売上値引戻り高 ○ 5 指定不可 

営業収益科目のうち１～４以外の科目を集計 

純売上高 6 １～５の合計 

期首たな卸高 7 指定不可（期首たな卸科目の変動費部分を集計） 

変 

動 

費 

商品仕入高１ 

商品仕入高２ 

商品仕入高３ 

商品仕入高４ 

仕入値引戻し高 

材料仕入高１ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

仕入関連科目 

指定された科目を集計 

材料仕入高２ ○ 14 指定不可 

仕入科目のうち８～１３以外の科目を集計 

  仕入高合計 15 ８～１４の合計 

外注加工費 

消耗品費 

○ 

○ 

○ 

16 

17 

18 

費用科目（仕入、たな卸、人件費を除く） 

指定された科目の変動費部分を集計 

その他変動費 ○ 19 指定不可 

指定科目以外の変動費部分を集計 

  その他変動費合計 20 １６～１９の合計 

月末たな卸高 21 指定不可（期末たな卸科目の変動費部分を集計） 

共通原価配賦 22 配賦された共通原価 

変動費合計 23 ７＋１５＋２０－２１＋２２ 

限界利益 24 ６－２３ 

FX4クラウドシステム解説書から抜粋
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項目名 行 計算内容 

固 

定 

費 

役員報酬 

給与・賞与 

○ 

○ 

25 

26 

人件費科目 

福利厚生費等 ○ 27 指定不可 

人件費科目のうち２５～２６以外の固定費部分 

人件費合計 28 ２５～２７の合計 

販売促進費 

事務管理諸費 

接待交際費 

旅費交通費 

他の製造経費 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

29 

30 

31 

32 

33 

費用科目（仕入、たな卸、人件費を除く） 

その他固定費 

営業外損益 

○ 

○ 

34 

35 

指定不可 

未指定の営業損益科目の固定費部分 

指定不可 

未指定の営業外損益科目の固定費部分 

他の固定費計 36 ２９～３５の合計 

部門固定費計 37 ２８＋３６ 

部門達成利益 38 ２４－３７ 

減価償却費 

地代家賃 

保険料 

○ 

○ 

○ 

38 

39 

40 

費用科目（仕入、たな卸、人件費を除く） 

設備費計 41 ３８～４０の合計 

   部門貢献利益 42 ３８－４１ 

   共通固定費配賦 43 配賦された共通固定費 

   部門貢献利益（配賦後） 44 ４２－４３ 

   たな卸高増減 45 たな卸増減固定費部分 

   固定費合計 46 ３７＋４１＋４３－４５ 

   経常利益 47 ２４－４６ 

●以下の項目は内部の計算用に使用します。

項 目 行 集計仕訳・残高 

期首たな卸高のうち、 

製品・半製品・仕掛品の合計額（※） 

48 期首たな卸高／製品 

期首たな卸高／半製品 

期首仕掛品たな卸高／仕掛品 

月末たな卸高のうち、 

製品・半製品・仕掛品の合計額（※） 

49 製品／期末たな卸高 

半製品／期末たな卸高 

仕掛品／期末仕掛品たな卸高 

総製造費用中の変動費 50 総製造費用中の変動費 

総製造費用中の固定費 51 総製造費用中の固定費 

（※）ただし、「期首たな卸高」「月末たな卸高」の仕訳を複合仕訳で入力している場合は、相手科目が諸口勘定とな

るため集計されません。 

FX4クラウドシステム解説書から抜粋
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３．２ 「22 利益管理表の設計」 

３．２．１ 概要 

 ＦＸ４クラウドでは直接原価計算による変動損益計算書の出力が可能です。全社業績や部門業績、ま 

た部門業績ランク表などは、この設計をもとに集計します。 

３．２．２ 「利益管理表の設計」画面 

FX4クラウド操作説明書から抜粋

(1) 操作方法

①修正する変動損益項目をマウスで反転させ［修正］ボタン

をクリックします。項目名の変更と集計科目の変更ウィン 

ドウが表示されます。 

項目名は全角９文字以内で修正します。また、［→追加］ 

［削除←］ボタンで集計科目を選択します。 

②［固変区分］ボタンをクリックすると、勘定科目ごとの固変区 

分及び固定費割合を変更できます。 

③集計科目の変更や固変区分の変更を行った場合、［再集計］ボタンで過去 

の実績の再集計が可能です。 

［再集計］ボタンをクリックすると右のウィンドウが表示されます。いつ 

から再集計するかを選択し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

（注意）再集計には時間がかかります。 

３．３ 「23 科目別課税区分一覧」 

３．３．１ 概要 

勘定科目に応じた「取引内容」と「課税区分」をあらかじめ登録しておきます。これにより、取引入力

時により正確な課税区分の入力が可能となります。 
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16．当期決算（着地点）の先行き管理 

最新業績に基づいた期末の業績を予測し、期末業績の先行き管理のための情報を作成します。 

16．１ 概要 

当月までの実績に基づき期末の変動損益計算書を予測します。全社単位で予測額の入力を行い、当月までの実績と

予測額を合計して期末の業績見込みとします。 

16．２ 業績予測の入力 

(1) 期末までの業績予測値を入力します。

(2) ［予測値入力］ボタンを押下して、予測額の入力方法を以下の中から選択します。

①着地点（目標売上高、目標経常利益）の入力

目標とする売上高、経常利益を入力します。 

②自動計算（前年比） 

以下の計算式で各項目の予測額を自動計算します。 

・売上高、仕入高、外注加工費、他の変動費、人件費、

他の固定費及び設備費

予測額＝予測する期間の前期同期間の実績×(当期

実績÷前年同期実績)

・限界利益

予測額＝期末予測売上高×当月までの限界利益率

③業績予測値の入力 

未経過月について以下の項目の予測値を入力します。 

・売上高の対前年比

・限界利益率

・人件費の対前年比

・固定費の対前年比

・設備費の対前年比

・目標経常利益

④計画値 

計画値をもって予測値とする場合に選択します。予測値

とする予算区分を選択できます。 

⑤実額入力 

予測値を直接入力します。 

FX4クラウドシステム解説書から抜粋
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１．５ 「5 当期決算（着地点）の先行き管理」 

１．５．１ 概要 

現時点の実績に未経過月の予測値を入力したものを加算し、期末の業績予測を行います。 

１．５．２ 「当期決算の先行き管理」画面 

(1) 操作方法

①「①実績」欄には、予測開始月の前月までの実績を表示します。

FX4クラウド操作説明書から抜粋

②［予測方法選択］ボタンをクリックすると、右の画面が表示され

ます。 

1)着地点の(目標売上高、目標経常利益)を入力する 

「③当期末決算額」の純売上高、及び経常利益を入力します。 

2)期末の前年比を当月と同一とする 

売上高、仕入高、他の変動費、人件費、他の固定費および設備 

費の予測期間の見込み額は、対応する項目の前期実績に対して 

各項目の当月までの前年比を乗じた額とします。限界利益は「期 

末予測売上高」×「当月までの限界利益率」で計算します。 

3)業績予測値を入力する 

以下の項目について予測値を入力します。 

・売上高の対前年比

・限界利益率

・人件費の対前年比

・他の固定費の対前年比

・設備費の対前年比

・目標経常利益

4)継続ＭＡＳ等で作成した計画を用いる 

選択した予算区分の予算額を予測欄に転記します。 

5)実額で入力する 

業績予測値及び目標経常利益を直接入力します。 

③［F2 構成比］ボタンをクリックすると、構成比に限界利益を１００％とした値が表示されます。もう

一度クリックすると純売上高を１００％とした値に戻ります。 

④問合せ年月を変更するには［F8 年月指定］ボタンをクリックします。前月以降の指定が可能です。 
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６．要約貸借対照表、資金運用表 

ＦＸ４クラウドのメニュー「全社業績問合せ」では、全社の変動損益計算書以外にも、要約貸借対照表や資金運用表

を確認できます。 

要約貸借対照表と資金運用表の集計は、勘定科目情報で定義された「経営分析属性」に従って行われます。 

要約貸借対照表の及び資金運用表の項目と各項目の集計式は、巻末の「要約貸借対照表集計式」「資金運用表集計式」

をご参照ください。 

【要約貸借対照表】 

FX4クラウドシステム解説書から抜粋
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第７章 「最新業績」タブ 

１．最新業績問合せ 

１．１ 「1 全社業績の問合せ」 

１．１．１ 概要 

変動損益計算書および要約貸借対照表を表示します。残高を口座別または部門別内訳で確認したり、 

月別の残高をグラフで表示したりすることもできます。さらに取引明細の確認も可能です。 

１．１．２ 「全社業績の問合せ」画面 

(1) 操作方法

①総括表、売上高内訳、変動費内訳、固定費内訳の切替はタブをクリックします。

②［売上速報］ボタンをクリックすると売上速報の確認が可能です。

③［業績評価］ボタンをクリックすると、「業績評価」画面が表示されます。なお、当画面の操作につい

ては、「１．１．４ 「業績評価」画面」をご確認ください。 

④［貸借対照表］ボタンをクリックすると要約貸借対照表の確認が可能です。 

⑤［F2 構成比］ボタンをクリックすると、構成比に限界利益を１００％とした値が表示されます。もう

一度クリックすると純売上高を１００％とした値に戻ります。 

⑥［F3 対比計画］ボタンをクリックすると、対比する予算が切り替わります。 

⑦問合せ年月を変更するには［F8 年月指定］ボタンをクリックします。当期の５期前の期首月以降の指

定が可能です。 

⑧［F5生産性分析］ボタンをクリックすると、右のウィンドウが表示 

されます。 

  生産性分析単位項目を選択することにより、単位あたりの生産性分 

析を行えます。 
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⑨［F7 比較期間］ボタンをクリックすると右のウィンドウが表示され集 

計期間の選択が行えます。 

1)当期比較：指定月までの累計残高を表示 

2)当月比較：指定月の発生額を表示 

3)指定期間比較：同一事業年度内の任意期間の実績を表示 

4)当期月平均：当期の累計を月平均した値を表示 

（累計残高／経過月数） 

5)移動合計比較：１２か月間の合計を表示 

6)当期比較（前年同日）：指定日までの期首からの累計残高 

表示 

7)当月比較（前年同日）：指定日までの当月発生額を表示 

⑩指定期間比較を選択すると、画面上部で実績を問合せる期間の年月指定が可能となります。 

⑪前年同日比較を選択すると［F8 日付指定］ボタンが表示されます。ク

リックすると右のウィンドウが表示され何日までを集計するか指定で

きます。問い合わせる日を選択して［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

⑫各行をダブルクリック、または［Enter］キーで選択すると 

各項目の部門別内訳を確認できます。なお、前年同日比較を表 

示している場合には部門別内訳を確認できません。 

⑬次の両方を満たす場合、「期首たな卸高」、「月 

末たな卸高」及び「たな卸高増減」行をダブル 

クリックするとたな卸高の計算式が表示され 

ます。 

  1)システム情報の「３．たな卸高・他勘定振 

替高の固変分解」を「総製造費用中の変動 

費割合で固変分解する」と選択している。 

  2)［F7比較期間］で「当期比較」または「当 

月比較」を選択している。 
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１．１．３ 「売上速報」画面 

(1) 操作方法

①変動損益の売上高に関する項目を、予算または前年同月実績に対する日々の達成率で表示します。

 切り替えは［F1前年比較］←→［F1計画比較］ボタンで行います。 

（注意）予算比較を行う場合は、予算が登録されていないと何も表示されません。 

②各項目の切替はタブをクリックします。 

③［F6 推移表］ボタンをクリックすると、日ごとの売上実績を数値で確認できます。 

④［F7 計画選択］ボタンをクリックすると、対比する予算を切り替えることができます。 

⑤［F8 要売上高］ボタンをクリックすると右のウィンドウが表示され、 

数値で確認できます。 

⑥［F5休日登録］ボタンをクリックすると右のウィンドウが表示され休日の 

登録ができます。休日とする日を選択してダブルクリックします。 
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１．１．４ 「業績評価」画面 

(1) 操作方法

①「変動損益計算書の確認」画面で、［業績評価］ボタンをクリックすると表示されます。

②［次へ］ボタンをクリックすると変動

損益計算書の上段に関するチェック

ポイントが表示されます。［次へ］ボ

タンのクリックにより、順に３点の

チェックポイントが表示されます。 

 ［貴社のポジション］ボタンをク 

リックすると業績評価マトリックス 

画面が表示されます。詳細は「１． 

８．２ 「業績評価マトリックス」 

画面（評価１：売上高／限界利益率）」 

及び「１．８．３ 「業績評価マト 

リックス」画面（評価２：限界利益 

／経常利益）」をご覧ください。 

［当期末の着地点予測］ボタンをクリックすると当期決算の先行き管理画面が表示されます。詳細は

「１．５ 「5 当期決算（着地点）の先行き管理」」をご覧ください。 

 また、［赤矢印非表示］ボタンをクリックすると矢印を非表示にできます。 

③変動損益計算書の上段に関する３ 

つのチェックポイントを表示後、 

［次へ］ボタンをクリックすると、 

続けて変動損益計算書の下段に関 

するチェックポイントが表示され 

ます。［次へ］ボタンのクリックに 

より、順に４点のチェックポイント 

が表示されます。 
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１．１．５ 「要約貸借対照表」画面 

(1) 操作方法

①「変動損益計算書の確認」画面で、［貸借対照表］ボタンをクリックすると表示されます。

②貸借対照表科目を経営分析属性に従って要約した貸借対照表および資金運用表の確認ができます。「資

産の部」「負債・純資産の部」および「資金運用表」を切り替えるにはそれぞれのタブをクリックしま 

す。 

③F7キーで期首からの増減比較と、前年同月からの増減比較が切り替わります。 

④問合せ年月を変更するには［F8 年月指定］ボタンをクリックします。当期の５期前の期首月以降の指

定が可能です。 

⑤要約項目をダブルクリック、または［Enter］キーで選択すると、各項目の科目ごとの内訳が確認でき 

ます。 

⑥［変動損益］ボタンをクリックすると変動損益計算書の確認画面に戻ります。 

⑦要約貸借対照表・資金運用表の集計式は、システム解説書の巻末資料をご参照ください。
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１．１．７ 「部門別内訳の確認」画面 

(1) 操作方法

①「変動損益計算書の確認」画面で、科目を選択してダブルクリックするか、［Enter］キーを押すと表

示されます。各項目について、部門別の残高を確認します。 

②項目名をマウスでクリックすることで、その項目による並び替えをすることができます。１回クリッ 

クすると昇順（小さいものから大きいものへ）再度クリックすると降順（大きいものから小さいもの 

へ）並び替わります。 

③部門をダブルクリック、または［Enter］キーで選択すると科目別の内訳がその部門ごとに確認できま 

す。１行目の【合計】を選択すると全社の科目別の内訳が確認できます。 

④［F4 確認終了］ボタンをクリックすると変動損益計算書の確認画面に戻ります。 

⑤問合せ年月を変更するには［F8 年月指定］ボタンをクリックします。当期の５期前の期首月以降の指

定が可能です。 

１．１．８ 「内訳科目の確認」画面 
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(1) 操作方法

①「要約貸借対照表」または「部門別内訳の確認」画面で、科目または部門を選択してダブルクリックす

るか、［Enter］キーを押すと表示されます。各項目を構成している科目残高を確認します。 

②口座別管理または取引先別管理をしている科目の場合、科目を選択してダブルクリックするか、また

は［Enter］キーを押すと、さらに口座別内訳（取引先別内訳）画面を表示します。 

 それ以外の場合は、グラフでの確認画面を表示します。 

③問合せ年月を変更するには［F8 年月指定］ボタンをクリックします。当期の５期前の期首月以降の指

定が可能です。 

１．１．９ 「口座別内訳の確認」画面 

(1) 操作方法

①当画面は、「内訳科目の確認」画面で口座別管理している科目を選択した場合に表示されます。

②さらに取引先別管理と併用している科目の場合は、［取引先別］ボタンにより、「取引先別内訳の確

認」画面が開きます。 

③行をダブルクリックするか、または［Enter］キーを押すとグラフでの確認画面を表示します。 

④問合せ年月を変更するには［F8 年月指定］ボタンをクリックします。当期の５期前の期首月以降の指

定が可能です。 
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１．１．１０ 「取引先別内訳の確認」画面 

(1) 操作方法

①当画面は、「内訳科目の確認」画面で口座別管理している科目を選択した場合に表示されます。

②さらに取引先別管理と併用している科目の場合は、［取引先別］ボタンにより、「取引先別内訳の確

認」画面が開きます。 

③行をダブルクリックするか、または［Enter］キーを押すとグラフでの確認画面を表示します。 

④問合せ年月を変更するには［F8 年月指定］ボタンをクリックします。当期の５期前の期首月以降の指

定が可能です。 

１．１．１１ 「グラフ確認」画面（損益計算書科目・変動損益計算書項目） 

(1) 操作方法

①タブをクリックすることにより、「各月発生」「累計残高」「Ｚチャート」の切替が可能です。

②［F6計画比］ボタンをクリックすると予算との対比グラフが表示されます。

③［F5 前年比］ボタンをクリックすると前年対比グラフが表示されます。

④科目別に問い合わせている場合は、左の一覧から年月を選択してダブルクリックするか、または［Enter］
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キーを押すと、取引明細の確認画面を表示します。取引明細の確認画面での操作については、第４章の

「３．３．６ 「取引明細の確認」画面」をご参照ください。 

１．１．１２ 「グラフ確認」画面（貸借対照表科目・要約貸借対照表項目） 

(1) 操作方法

①F7キーで期首からの増減比較と、前年同月からの増減比較が切り替わります。

②科目別に問い合わせている場合は、左の一覧から年月を選択してダブルクリックするか、または［Enter］

キーを押すと、取引明細の確認画面を表示します。取引明細の確認画面での操作については、第４章の

「３．３．６ 「取引明細の確認」画面」をご参照ください。
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２．３ システム情報 

２．３．１ システム情報１ 

(1) 変動損益計算書の表示位置

変動損益計算書において、当期実績値の右に「前期実

績値／計画値」の順で表示するか、「計画値／前期実績

値」の順で表示するかを設定します。 

(2) たな卸高・他勘定振替高の固変分解

「変動損益計算書」に表示するたな卸高（「期首たな卸

高」及び「期末たな卸高」）及び他勘定振替高を、全額変

動費とするか、または総製造費用の変動費割合を乗じて

固変分解（変動費と固定費への分解)するのかを設定し

ます。 

(3) 各部門の固変分解

当項目は、総製造費用の変動費割合で固変分解すると

した場合のみ選択可能です。 

各部門のたな卸高の固変分解で使用する割合を選択します。 

「一律、全社の割合を使用」を選択した場合、各部門のたな卸高は、すべて「全社」の割合を使用して 

固変分解がなされます。 

「各部門の割合を使用」を選択した場合、部門ごとに当該割合が計算され、この割合を使用して固変分 

解がなされます。 

(4) 部門コード省略値

伝票入力時の部門明細の入力方法を「部門コード直接入力」としている場合に有効になる設定です。直接入力する

際に、部門コードの入力を省略した場合に自動表示される部門コードを設定します。なお、部門コード省略値をユー

ザごとに設定することも可能です。この場合は、「会社情報」タブの「ユーザ名情報」メニューで設定できます。 

(5) 共通費の配賦方法

部門共通費を各部門に配賦する方法を設定します。「簡易型」を選択した場合、変動損益計算書の「共通原価配賦」

「共通固定費配賦」行に表示する金額、または割合を直接入力します。 

「詳細型」を選択すると、内訳項目（変動費、人件費、その他固定費、設備費）ごとに、ウェイト配賦 

と実額入力が選択できます。ウェイト配賦とした場合、設定された基準（売上高、人件費、従事員数等） 

の割合（ウェイト）で配賦額を自動計算し各部門に配賦されます。 

(6) 配賦額を部門別損益計算書等へ表示する

各部門に配賦された額を部門別損益計算書に表示するかどうかの設定です。「表示する」とした場合、

「経常利益」の下に「共通原価配賦」「共通固定費配賦」「配賦後経常利益」が表示されます。 

(7) 資金収支の管理を行う

資金収支の管理を行う場合、チェックをつけます。

(8) 管理項目

資金収支の管理を行う場合で、内訳管理を経常収入と経常支出のみ行うときはさらに「経常収支のみ内訳管理する」

にチェックをつけます。経常収支のみにすると他の項目（決済設備等支出、借入金返済など）の内訳はすべて「その

他」になります。 

(9) 資金収支区分の内訳数

資金収支区分ごとに管理する内訳区分数を設定します。

(10)支払・入金管理 

支払管理機能、入金管理機能、資金繰り計画機能を利用する場合はチェックを付けます。 

(11)手形管理開始日 

手形管理機能の利用開始年月日を入力します。当項目に年月日を入力することにより、手形管理機能 

を利用できます。電子記録債権・手形管理システムをご利用の場合のみ入力が可能です。 

(12)本日期日の手形を表示 

チェックを付けると、本日期日を迎える受取手形、支払手形がある場合、システムの起動時に、該当 

する手形枚数と金額が表示されます。 
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７．部門別業績管理 

 ＦＸ４クラウドはよりきめ細かい業績管理を行うために、部門別業績管理機能を実現しています。そのために、営業

損益の科目を仕訳入力する際に、その営業収益の所属部門あるいは経費等の帰属部門を指定するために部門コードの入

力を行う設計となっています。 

 部門は企業の実際の組織体形に準拠して設定する方式だけでなく、業績管理の単位に従って設定する方式等がありま

す。ＦＸ４クラウドでは部門階層の定義機能及びグループ別管理機能により、多角的な分析を行うことが可能となって

います。 

７．１ 部門の階層構造 

部門の定義は部－課や店舗－取扱商品グループといった階層構造を定義できます。階層構造を定義することで、最下

層の個別部門の業績だけでなく、上位の階層の部門を指定することで、その部門の下位に属する部門を合計した業績を

確認できます。 

部門階層の変更はいつでも可能です。過去の実績についても変更後の部門階層に従い表示されます。 

【部門の登録】 
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７．２ 部門グループ 

 階層構造で登録した部門の組織構造とは別の、地域別や店舗の種類別といった様々な視点で部門業績を管理するため

の機能として、部門グループ機能を用意しています。 

 部門グループ機能を使用するには、最初に地域別や店舗の種類といった業績管理の視点をグループ分類として登録し

ます。次に、各グループ分類に対応したグループを登録します。例えば地域別というグループ分類に対して関東甲信越、

東北といったグループを登録します。最後に各グループに属する部門を指定することで、グループごとの業績を集計す

ることが可能となります。 

 グループ分類は最大１１種類登録することが可能です。各部門はいずれかのグループに対応していなければならない

ということはありません。いずれのグループにも属さない部門があってもかまいません。 

［例］ 

グループ分類１：地域別 

Ａ：関東甲信越 Ｂ：東北 Ｃ：首都圏 Ｄ：中部 

宇都宮店(111) 仙台店(121) 新宿西口店(151) 名古屋店(321) 

大宮店(112) 盛岡店(131) 八王子店(152) 静岡店(161) 

新潟店(122) 秋田店(135) 横浜店(153) 浜松店(162) 

水戸店(311) 千葉店(331) 

長野店(121) 

グループ分類2：店舗規模 

Ａ：大規模店 Ｂ：小規模店 Ｃ：複合店 

新宿西口店(151) 仙台店(121) 水戸店(311) 

大宮店(112) 盛岡店(131) 八王子店(152) 

千葉店(331 秋田店(135) 横浜店(153) 

浜松店(162) 新潟店(122) 

静岡店(161) 

長野店(121) 

宇都宮店(111) 
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４．３ 「33 部門名」 

４．３．１ 概要 

ＦＸ４クラウドで利用する部門を登録します。なお、部－課や店舗－取扱商品グループといった階層 

構造も定義できます。 

４．３．２ 「部門名」画面 

(1) 入力項目

項目名 入力桁数 内 容 

①部門 3桁、または 4

桁の数字 

部門コードを入力します。登録済みのコードは変更できません。 

②部門名 全角 12文字 部門名を入力します。 

③ﾌﾘｶﾞﾅ 半角 32文字 部門名ﾌﾘｶﾞﾅを入力します。ここで登録したﾌﾘｶﾞﾅは取引入力時の

部門一覧画面を「検索型」でご利用の場合、一覧画面に表示され

ます。利用する一覧画面の種類は「日常業務」タブのメニュー「1

7 入力制御情報」で設定できます。 

④部門略称 全角 6文字 部門の略称を入力します。入力した内容は、入力モニター等、部

門表示領域が少ない画面・帳表で使用されます。 

⑤責任者 6桁の数字 社員名一覧から、責任者のコードを選択します。 

⑥部門グループ 登録済みの部門グループ分類ごとに、当該部門が属する部門グル

ープを選択します。 

(2) 操作方法

①新規の部門を登録する場合、［登録］ボタンをクリックします。

②修正・削除を行う場合は、修正・削除する部門を反転させ［修正］［削除］ボタンをクリックします。 

③「階層表示」「並列表示」のチェックにより、表示方法を切り替えられます。

④部門階層の変更を行う場合は、移動させる部門をドラッグして、移動先の部門の上でドロップします。

ただし、当機能は「階層表示」が選択されている場合のみ可能です。 

⑤部門階層上の表示位置を変更する場合は、変更する部門を反転させ［F6上へ移動］［F7下へ移動］ボタ

ンをクリックします。 

⑥登録内容を切り出す場合は［F5 ﾌｧｲﾙ切出］ボタンをクリックします。 
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⑦［ﾌｧｲﾙ読込］ボタンをクリックすると当ウィンドウ 

が表示されます。 

1)読込を行うファイルを指定して［開く］ボタンを 

クリックします。 

2)読込処理を開始します。 

3)既に登録済みの部門コードがテキストファイ

ルに存在した場合、先に登録されている部門情報

を優先するか、テキストファイルの内容で上書き

するかを選択できます。

なお、ファイル読込レイアウトにつきましては、 

システム解説書の巻末資料を参照してください。 

４．４ 「34 部門グループ」 

４．４．１ 概要 

 ＦＸ４クラウドでは、階層構造で登録した部門の組織構造とは別の、地域別や店舗の種類別といった

様々な視点で部門業績を管理するため、部門グループによる業績の集計が可能です。 

４．４．２ 「部門グループ」画面 

(1) 入力項目

項目名 入力桁数 内 容 

①分類名 全角 12文字 分類名を登録します。 

②コード 半角 2文字 部門グループコードを登録します。 

③グループ名 全角 12文字 部門グループ名を登録します。 

(2) 操作方法

①新規の部門グループを登録する場合は、当該グループが属する分類のタブを選択後、［登録］ボタンを

クリックします。グループコード、グループ名を入力後、当該グループに所属する部門を［＞］ボタ

ンで選択します。 

②修正・削除を行う場合は、当該グループが属する分類のタブを修正・削除する部門グループを反転させ

［修正］［削除］ボタンをクリックします。 

③分類名の修正を行う場合は、分類名をクリックします。 

FX4クラウド操作説明書から抜粋

49



④「ﾌｧｲﾙ切出」ボタンで、選択中の分類(タブ)の部門グループを切り出すことが可能です。 

⑤「ﾌｧｲﾙ読込］ボタンをクリックすると当ウィンドウが表 

示されます。ファイルに存在しないデータの取り扱いと 

して、「残す」または「破棄する」のいずれかを選択し 

ます。 

続いて表示されるウィンドウで、［開く］ボタンを 

クリックすると、読込処理が開始します。 

なお、ファイル読込レイアウトにつきましては、 

システム解説書の巻末資料を参照してください。 
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１．３ 「3 部門業績ランク表」 

１．３．１ 概要 

部門別の業績を、限界利益・達成利益・経常利益ごとに順位付けして表示します。さらに、部門別の 

変動損益計算書の確認もできます。 

１．３．２ 「部門業績ランク表」画面 

(1) 操作方法

①変動損益計算書の項目が「限界利益」、「達成利益」および「経常利益」の３ページに表示されます。

各ページの切替はタブをクリックします。 

②一覧のタイトルの各項目名をクリックするとその項目での並び替えをすることができます。１回クリ

ックすると昇順（小さいものから大きいものへ）再度クリックすると降順（大きいものから小さいもの

へ）並び替わります。 

③［対象選択］ボタンをクリックすると、比較対象部門の指定

画面が表示され、比較する部門を選択できます。表示対象

を指定し［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

1)「全部門比較」を選択すると、すべての部門が表示の 

対象となります。 

2)「合計部門内部門比較」を選択すると、指定された合 

計部門の１階層下の部門が表示の対象となります。さ 

らに下位の階層の部門は表示されません。 

3)「部門グループ比較」を選択すると、指定されたグループ分類の部門グループが表示の対象となり 

ます。 

4)「グループ内部門比較」を選択すると、指定された部門グループに属する部門が表示の対象となり 

ます。 

④［F6 前年比］ボタンをクリックすると前年との比率が表示されます。 

⑤［F6 計画比］ボタンをクリックすると予算との対比が表示されます。予算との対比を表示している 

場合、［F5対比計画］ボタンが表示されます。クリックすると対比する予算の切替が可能です。 
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⑥［F7 比較期間］ボタンをクリックすると右のウィンドウが表示されます。 

比較期間を選択します。 

  1)当期比較：指定月までの累計残高を表示  

  2)当月比較：指定月の発生額を表示  

  3)指定期間比較：同一事業年度内の任意期間の実績を表示 

指定期間比較を選択すると、画面上部で実績を比較する期間の年月指定が

 可能となります。 

⑦問合せ年月を変更するには［F8 年月指定］ボタンをクリックします。当期の５期前の期首月以降の指

定が可能です。 

⑧［生産性分析］ボタンをクリックすると右のウィンド 

ウが表示されます。分析単位を選択して［ＯＫ］ボタ 

ンをクリックします。生産性分析から元に戻すには 

［実額分析］ボタンをクリックします。 

⑨［グラフ］ボタンをクリックすると、グラフで業績ラ 

ンクを確認できます。詳細は次項をご参照ください。 

⑩部門をダブルクリック、または［Enter］キーで選択す 

ると、選択された部門の変動損益計算書を表示します。 

１．３．３ 「部門業績ランク表」画面 

(1) 操作方法

①グラフ表示の対象項目はタブをクリックして切り替えます。

②数値欄左の「当期実績」、「前年実績」および「前年比」をクリックすることで、その項目による並び

替えをすることができます。１回クリックすると昇順（小さいものから大きいものへ）再度クリックす

ると降順（大きいものから小さいものへ）並び替わります。 

③［F5 前年比］ボタンをクリックすると前年実績が表示されます。 

④［F6計画比］ボタンをクリックすると予算値が表示されます。 
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FX4クラウド操作説明書から抜粋

⑤［F7 比較期間］ボタンをクリックすると右のウィンドウが表示されます。 

比較期間を選択します。  

  1)当期比較：指定月までの累計残高を表示  

  2)当月比較：指定月の発生額を表示  

  3)指定期間比較：同一事業年度内の任意期間の実績を表示 

指定期間比較を選択すると、画面上部で実績を比較する期間の年月指定が  

可能となります。 

⑥［生産性分析］ボタンをクリックすると分析単位の設定画面が表示されます。分析単位を選択して 

［ＯＫ］ボタンをクリックします。生産性分析から元に戻るには［実額分析］ボタンをクリックしま 

す。 

⑦問合せ年月を変更するには［F8 年月指定］ボタンをクリックします。当期の５期前の期首月以降の指

定が可能です。 

⑧「前年比グラフを表示」にチェックをつけると、前年比の折れ線グラフが表示されます。 
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FX4クラウド操作説明書から抜粋１．４ 「4 部門別利益管理表」 

１．４．１ 概要 

部門別の変動損益計算書を表示します。 

１．４．２ 「部門の選択」画面 

(1) 操作方法

問い合わせする部門または部門グループを選択します。

①部門の選択

1)画面左の部門一覧から、部門を選択してダブルクリックするか、または［Enter］キーを押します。 

2)部門コードの隣に“（合計）”と表示されている部門を選択すると、この部門に属する部門の合計金

額を表示します。 

②部門グループの選択 

1)選択するグループの属するグループ分類を右上のコンボボックスから選択します。 

2)選択された分類に属するグループが表示されますので、ダブルクリック、または［Enter］キーで

選択します。 

１．４．３ 「部門別利益管理表」画面 

(1) 操作方法

選択された部門または部門グループの業績一覧表が表示されます。ここからの操作方法については、

全社業績問合せと同じです。部門を再選択する場合は、［F4確認終了］ボタンをクリックします。 
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３．４ 「24 部門業績報告書」 

３．４．１ 概要 

部門業績報告書を印刷します。 

３．４．２ 「部門業績報告書の印刷指定」画面 

(1) 操作方法

①印刷内容の条件指定画面が表示されます。以下の項目について、印刷条件を設定します。

1)出力日付 

出力年月を指定します。当期の５期前の期首月以降の指定が可能です。  

2)出力帳表 

出力する帳表を選択します。なお、部門別指定期間比較表を選択した場合は、併せて開始年月を指 

定してください。 

3)計画区分 

出力する計画区分を選択します。 

4)出力部門 

出力する部門を選択します。 

a.「すべての部門」：すべての部門が印刷対象となります。 

b.「個別部門指定」：指定された部門が印刷対象となります。 

c.「部門グループ」：「全グループ」を指定するとグループ分類の全部門グループが印刷対象となり 

  ます。「個別グループ指定」を選択すると、選択した部門グループが印刷対象 

となります。 

②印刷条件を設定後、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

③［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ボタンをクリックすると印刷する内容が画面で確認できます。 
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８．共通費の配賦 

 本社経費や複数の部門に共通する経費等、その経費を賦課する部門を特定できない共通経費が発生します。各部門の

業績をより正確に評価するために、このような各部門に共通して発生する費用を各部門に配賦することができます。 

８．１ 配賦方法の選択 

事前に「システム情報」で部門共通費を各部門に配賦する方法を設定します。「簡易型」「詳細型」のい 

ずれかを選択します。「簡易型」を選択した場合、変動損益計算書の「共通原価配賦」「共通固定費配賦」行に表示する

金額、または割合を直接入力します。 

「詳細型」を選択すると、内訳項目（変動費、人件費、その他固定費、設備費）ごとに、ウェイト配賦 

と実額入力が選択できます。ウェイト配賦とした場合、設定された基準（売上高、人件費、従事員数等） 

の割合（ウェイト）で配賦額を自動計算し各部門に配賦されます。 

【簡易型】の画面 

【詳細型】の画面 
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８．２ 「詳細型」の解説 

８．２．１ 配賦対象共通費の指定 

配賦の対象とする共通費を集計する部門（共通費集計部門）をあらかじめ指定することによって、配賦すべき共通費

の集計を行います。共通費集計部門に計上された経費等は指定された配賦基準に従って、配賦対象の部門に配賦されま

す。なお、共通費集計部門は複数指定できます。 

８．２．２ 配賦対象部門の指定 

 各共通費集計部門に集計された共通費の配賦対象部門は、共通費集計部門ごとに指定をします。必ずしもすべての部

門を配賦の対象部門とする必要はありません。 

 各共通費集計部門に集計された共通費は、変動費と固定費に区分し、固定費はさらに人件費、設備費、その他固定費

に区分した上で、それぞれ配賦計算を行います。 

共通費の配賦は、多段階で行うことができます。共通経費の配賦を多段階で行うには、配賦の対象部門として、共通

費集計対象部門を指定します。この場合、他の共通費集計対象部門から配賦された金額も含めて配賦計算が行われます。

また、１つの配賦対象部門に対して複数の共通費集計部門からの配賦が可能です。 

８．２．３ 配賦基準 

配賦基準に基づいて、システムが配賦計算を行う方法と、あらかじめ計算された配賦額を直接配賦する方法の２種類

用意されています。システムに配賦計算を行わせる場合は、配賦基準の指定が必要です。 

配賦基準として共通費集計部門ごと、共通費の区分ごと（配賦計算単位）に最大 6 項目を指定することが可能です。

配賦基準は①勘定科目金額、②従事員数、③単位数量から選択します。複数の配賦基準を設定する場合は、それぞれの

配賦基準にウェイトを指定します。ウェイトの合計は１００とします。 

配賦基準として設定可能な勘定科目金額は次の通りです。 

①純売上高   ⑤設備費計 

共通費集計部門(100) 

配賦対象部門(110) 

配賦対象部門(120) 

配賦対象部門(130) 

配賦対象部門(210) 

配賦対象部門(220) 

共通費集計部門(200) 

配賦対象外部門(300) 

配賦対象外部門(310) 

共通費集計部門 

配賦対象部門／共通費集計部門 

配賦対象部門 

配賦対象部門 

配賦対象部門 

配賦対象部門／共通費集計部門 

配賦対象外部門 

配賦対象部門 

配賦対象部門 

配賦対象部門 

配賦対象部門 

配賦対象部門 
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②変動費合計  ⑥経常利益 

③限界利益 ⑦各売上科目 

④人件費合計  ⑧各仕入科目 

８．２．４ 配賦計算 

配賦計算は1ヶ月間に発生した共通経費を、当月の配賦基準で配賦します。 

当月要配賦額 ＝ 当月発生共通費 × 当月配賦率 

当月配賦基準 ＝ × 配賦基準１のウェイト÷100 

＋  × 配賦基準２のウェイト÷100 

＋ ・・・ 

 同一月の配賦計算を２回以上行う場合は、前回の配賦計算の結果には関係なく、毎回、当月計上された共通経費の全

額を計算式に基づいて計算します。 

当該部門の配賦基準１の当月計上 

   配賦基準１の当月計上合計 
当該部門の配賦基準２の当月計上 

   配賦基準２の当月計上合計 
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１．１．４ 「月次仕訳辞書の登録」画面 

(1) 入力項目

項目名 入力桁数 内 容 

①仕訳の種類名 全角 20文字 仕訳の内容を表す見出しを登録します。 

※仕訳の各入力項目については、第４章「１．１ 取引入力画面における各入力項目」を参照してくだ

さい。

(2) 操作方法

①仕訳の種類名を入力後、仕訳の登録を行います。

②登録済みの仕訳を修正・削除するには仕訳を選択して［修正］または［削除］ボタンをクリックします。

修正する仕訳が反転している状態で［Enter］キーを押しても仕訳の修正が可能です。 

③登録済み仕訳の間に新たな仕訳を追加するには反転している状態で［挿入］ボタンをクリックします。 

④過去の取引を参照して仕訳の登録を行う場合、［F5 参照入力］ボタンをクリックします。 

⑤［F6 前行複写］ボタンをクリックすると前行の仕訳の内容を複写します。 

⑥仕訳の登録が終了したら［F4 登録終了］ボタンをクリックします。仕訳の種類名の入力に移り、続け 

ての登録が可能になっています。仕訳辞書の一覧に戻るには［F4入力終了］をクリックします。 

⑦仕訳の修正が終了したら［F4 修正終了］ボタンをクリックします。仕

訳が反転し選択状態に戻ります。 

仕訳辞書の一覧に戻るには［F4入力終了］ボタンをクリックします。 

⑧［項目定義］ボタンをクリックすると右のウィンドウが表示されます。 

月別の月次仕訳辞書登録時に入力する項目をチェックします。 

チェックが終了したら［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

１．２ 「2 共通費の配賦」 

１．２．１ 概要 

本社経費や複数の部門に共通する経費等、その経費を賦課する部門を特定できない共通経費が発生し 

ます。各部門の業績をより正確に評価するために、このような各部門に共通して発生する費用を各部門 

へ配賦します。 
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１．２．２ 「共通費の配賦」画面（簡易型） 

(1) 入力項目

項目名 入力桁数 内 容 

①金額 -999,999,999

～ 

999,999,999 

配賦先部門への配賦額を千円単位で入力します。 

構成比を入力した場合、金額は自動計算されます。 

②構成比 -9999.9～

9999.9

配賦先部門への配賦額を構成比で入力します。金額は自動計算さ

れます。 

(2) 操作方法

①当画面は、「会社情報」タブのメニュー「3 システム情報」の「システム情報１」の「４．部門別管

理」の「共通費の配賦方法」を「簡易型」と選択している場合に表示されます。配賦先部門の「共通 

原価配賦額」及び「共通固定費配賦額」を直接、金額（千円単位）または構成比で入力します。 

②入力した金額（または入力した構成比から自動計算された金額）は、変動損益計算書（部門別利益管 

理表）の「共通原価配賦」及び「共通固定費配賦」行に集計されます。 

③年月を選択すると、配賦先部門の「金額」欄にカーソルが移動します。構成比で入力する場合は、［F6 

構成比］ボタンをクリックします。 

④入力終了後、［F4入力終了］ボタンで入力内容を確定します。 
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１．２．３ 「共通費の配賦」画面（詳細型） 

(1) 入力項目

項目名 入力桁数 内 容 

①金額（変動費、

人件費、その他

固定費、設備費） 

-999,999,999,999

～ 

999,999,999,999 

当項目は、「3 システム情報」の「４．部門別管理」の 

「共通費の配賦方法」で「詳細型」を選択した上、「実額 

入力」を選択した小計項目に限り入力することができます。 

配賦額を円単位で入力します。 

(2) 操作方法

①当画面は、「会社情報」タブのメニュー「3 システム情報」の「システム情報１」の「４．部門別管

 理」の「共通費の配賦方法」を「詳細型」と選択している場合に表示されます。 

②共通経費の集計部門と要配賦額が上段に、その共通経費の配賦対象部門と設定された配賦基準によっ

て計算された配賦額が下段に表示されます。 

③システム情報で「ウェイト配賦」に設定している項目については、［F6 配賦計算］ボタンをクリックす

ると配賦計算を開始します。 

1)配賦処理の順番は、共通経費の集計部門の表示順に従い行います。 

2)配賦処理の順番を変更する場合は［上へ移動］［下へ移動］ボタンをクリックして入れ替えます。 

3)共通経費の集計部門を新たに登録する場合は、［共通部門登録］ボタンをクリックします。 

4)共通経費の集計部門を修正または削除する場合は、共通経費集計部門を選択して［共通部門修正］ 

または［共通部門削除］ボタンをクリックします。 

④システム情報で「実額入力」に設定している項目がある場合、［F2 金額入力］ボタンが表示されます。

配賦額を自動計算ではなく直接入力する場合は［F2金額入力］ボタンをクリックします。 

1) 入力中は［F4 入力終了］、［F5 入力中止］ボタンが表示されますので入力が終了したら［F4 入力

終了］、入力を中止する場合は［F5 入力中止］ボタンをクリックします。

2)共通経費の集計部門を新たに登録する場合は、［共通部門登録］ボタンをクリックします。 

3)共通経費の集計部門を修正または削除する場合は、共通経費集計部門を選択して［共通部門修正］ 

または［共通部門削除］ボタンをクリックします。 
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１．２．４ 「共通費集計部門の登録・修正」画面（詳細型） 

(1) 入力項目

項目名 入力桁数 内 容 

①共通費集計部

門

3桁、または 4

桁の数字 

共通費を集計する部門のコードを入力します。 

(2) 操作方法

①新たな登録の場合は、まず共通経費を集計する部門を入力します。

システム情報で「ウェイト配賦」に設定している項目がある場合、 

配賦基準を設定する右のウィンドウが表示されます。 

1)「変動費」「人件費」「その他固定費」「設備費」ごとに配賦 

基準を設定します。１つの項目に６つまでの配賦基準が設定 

できます。 

2)それぞれの配賦基準を「当月計上額」「従事員数」「単位数量」 

から選択します。 

3)「当月計上額」を選択した場合は、どの計上額を使用するか選択します。選択可能な項目は以下の 

８項目です。 

変動損益項目 勘定科目 

純売上高 人件費合計 営業収益各勘定科目 

変動費合計 設備費合計 仕入高各勘定科目 

限界利益 経常利益 － 

4)設定する配賦基準が 1つの場合、ウェイトを 100とします。 

複数の配賦基準を設定する場合は、各配賦基準のウェイトの合計が 100となるように設定します。 

5)配賦基準の設定が終了したら［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
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②次に配賦先の部門の選択を行います。右のウィ 

ンドウが表示されますので［→追加］［削除←］ 

ボタンで選択します。選択が終了したら［ＯＫ］ 

ボタンをクリックします。 

③配賦基準、配賦対象部門が表示されます。 

1)この設定で良い場合は、［F4 戻る］ボ 

タンをクリックします。 

2)配賦基準を修正する場合は［基準設定］ 

ボタンをクリックします。上記①のウィ 

ンドウが表示されます。 

ただし、「ウェイト配賦」と設定している

場合のみです。 

3)配賦対象部門を変更する場合は［部門修 

正］ボタンをクリックします。上記②の 

ウィンドウが表示されます。 
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